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1.指摘事項(コメント)りスト

NO 受領日

2020/6/8

審査会合

型式証明の審査範囲を明確に

するために、以下事項につい

て説明すること。

(1-1)輸送容器と輸送荷姿の

仕様・構造・評価上の差異

(1-2)蓋部の金属部への衝突

が生じない設置方法における

緩衝体の設置有無

型式証明での確認事項と設置

(変更活午可段階での確認事項

の整理表を作成すること。

2 2020/6/8

審査会合

3 2020/6/8

審査会合

該当条文

全般

4

17×17燃料と15×15燃料を混

載しないことを申請書に明記の

こと。また、A型とB型を混載で

きること、及び安全評価で厳し

い燃料条件となる理由につい

て説明すること。

木材の健全性評価では、使用

中の他、製造時や保管状態の

影響も併せて説明すること。ま

た、使用中の木材の状態につ

いて確認する方法があれぱ併

せて説明すること。

コメント回答

・輸送容器と輸送荷姿の仕様・構造・評価上の差異をP.31こ示す。
・各貯蔵方式の前提条件の整理、及び蓋部の金部への衝突が生
じない設置方法における緩衝体の有無及び緩衝体の位置づけを
P.131こ示す。

2020/6/8

審査会合

全般 ・型式証明での確認事項(説明事項)と設置(変更活午可申請におけ
る確認事項の整理表をP.18、別添1及び別添21こ示す。

16条

@ MITSUBIS州 HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

今後回答する(16条説明時)。

16条

'三菱工

今後回答する(16条説明時)。

対応状況

次回審査会合で

説明予定。

次回審査会合で

説明予定。

未

(今後回答予定)

未

(今後回答予定)

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.指摘事項への回答 2.1指摘事項への回答(NO.1)

指摘事項(NO.1-1)

輸送容器と輸送荷姿の仕様・構造・評価上の差異を説明すること

(回答)

輸送容器と輸送荷姿柱わの仕様・構造・安全機能上の差異を以下に示す。
伝熱プイン

(1陣兪送容器と輸送荷姿の仕様・構造の差異 中性子遮蔽材

欧薑 購歌蓋貯蔵用三吹蓋

①MSF-24P型に収納する使用済燃料の仕様
上部級体

差異なし

^亨,ノノ/、"
②MSF-24P型の仕様 0

0
@

(質量、寸法、材料、収納体数、最大崩壊熱量) 日

差異なし

③MSF-24P型の構造

差異は以下のとおり。

/三次蓋値兪送容器)と貯蔵用三次蓋の構造(P.4・5参照)

/二次蓋上の圧カセンサ・モニタリングポートカバーの有無(P.6参照

輸送荷姿(注1)項目部位

ゴム0りングなし三次蓋 シール材

なあり二次蓋圧カセンサ

あしモニダjングホートカバーなし

(注1)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法も輸送荷姿と同じである。

[ニニニ:]内は商業機密のため、非公開とします。@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

輸送荷姿

(外観は輸送容器と同一)

下部級衝体

上部トラニオン

使用済燃料集合体

外筒

バスケット

▲三菱工

貯蔵架台
(申舘範囲外)

ラニオン

無断製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

貯蔵用三次蓋の構造

@ MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD. A11 R19hts Reserved

人三菱工

内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

三次蓋(輸送容器)の構造

@ MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

▲三菱工

内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

二次蓋の構造

(輸送荷姿及び部の金属部への衝突が生じない設方法)

◎ MITSUBISHI HEAV、,、1NDUSTRIES, LTD A11Rights Reserved

▲三菱工

無断製・転'禁止三菱重工業株式会社[1^内は商業機密のため、非公開とします。

(輸送容器)



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(2)輸送容器と輸送荷姿の安全機能上の差異

安全機能を担う主な構成部材の差異を下表示す。閉じ込め機能以外は輸送荷姿柱わと輸送容器で差異はない。

閉じ込め機能の差異

/輸送荷姿貯蔵では、密封境界は一次蓋(金属ガスケット)であり、輸送容器の三次蓋(ゴム0りング)と異なる。

ただし、輸送容器においても、輸送荷姿と同様に、一次蓋及び二次蓋には金属ガスケットを用いており、使用済燃料を収納

する空間を負圧とし、一次蓋と二次蓋の蓋間を正圧とする設計方針は同一である。

/閉じ込め機能評価の差異は以下のとおり。

唄宇蔵時:使用済燃料を収納する空間の負圧維持評価

.輸送時: MSF-24P型蓋部からの放射能放出量評価(一次蓋及び二次蓋のシール機能を保守的に無視)

輸送容器

バスケット

安全機能他

臨界防止

遮蔽

除熱

輸送荷姿柱1)

バスケット

閉じ込め

胴、一次蓋、二次蓋、貯蔵用三次蓋他

バスケット、伝熱フィン、胴、一次蓋、二次蓋、
貯蔵用三次蓋他

貯蔵用三次蓋:ー(シール材なし)
二次蓋:圧力監視境界(金属ガスケット)
一次蓋・密封境界(金属ガスケット)

胴、一次蓋、二次蓋、貯蔵用三次蓋、バスケット他構造強度

@ MITSUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

(注1)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法も輸送荷姿と同じである。

'三菱重工

胴、一次蓋、二次蓋、三次蓋他

バスケット、伝熱フィン、胴、一次蓋、二次蓋、
三次蓋他

三次蓋:密封境界(ゴム0りング)
二次蓋.水密境界(金属ガスケット)
一次蓋:ー(金ガスケット)

胴、一次蓋、二次蓋、三次蓋、バスケット他

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)閉じ込め境界比較図

(輸送荷姿及ぴ部の金属部への衝突が生じない設置方法)

@ M1丁SUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

人三菱工

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社[1^内は商業機密のため、非公開とします。

(輸送容器)



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)型式証明における閉じ込め機能評価について

0評価の概要

設計貯蔵期間(60年)中に内部を負圧に維持可能な基準漏洩率を算出(工学式による)し、基準漏洩率よりも漏え
い率の小さい金属ガスケットを用いることを確認する。

@ MITSUBISHI HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

項目

▲三菱重工

評価燃料

密封境界

内部ガス

17×17燃料及び15×15燃料

胴、一次蓋、
ドレン/ベントノUレブカバープレート

へりウムガス(初期充填圧0.08Mpa)
(※上記に燃料棒からのFPガスの放出を考慮する)

基準漏洩率

設計貯蔵期間経過後に兼用キャスク内部圧力が大
気圧となる漏えい率)

評価項目

貯蔵時

無断複製連云'禁止三菱重工業株式会社[ニニニコ内は商業機密のため、非公開とします。



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)輸送容器としての閉じ込め機能評価(密封解析)について

0評価の概要

一般の試験条件及び特別の試験条件における密封境界外への放射性物質の漏えい量を算出(工学式による)し、
放射性物質漏えい量の基準を満足することを確認する。

@ MITSUBISHI HEAV、,、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

項目

17×17燃料及び15×15燃料評価燃料

胴、三次蓋、
密封境界

リリーフ/Uレブカバープレート

放射性物質
3H /85Kr(ORIGEN2コードにより放射能量を算出)

(FPガス)

放射性物質漏えい量評価項目

3H :A2イ直/week3H : A2{直 X I0、6/h
基準値柱1)

85Kr:A2値の10倍/week85Kr: A2{直 X I0、6/h

注1)A2値は、個々の放射性核種について定められる放射能臣の収納限度に関する準値
である(3H:40TBq、85Kr:10TBq)。

人三菱重工

一般の試験条件 特別の試験条件

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社[二Σ]内は商業機密のため、非公開とします。



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考) MSF-24P型の仕様(2020/6/8審査会合資料1一はり抜粋)

仕様(輸送荷姿・蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法共通)項目

135t以下(使用済燃料集合体含む)(注,)全質

全長:6.8m以下、外径:3.6m以下(注2)寸法

24体収納体数

15.8 kw/基(注3)最大崩壊熱量

キャスク本体主要材質
及び蓋部

ニッケルクロムモリブデン鋼

アルミニウム合金(MB-A3004-H112)

ほう素添加アルミニウム合金

木材

ステンレス鋼

へりウムガス内部充填ガス

金ガスケットシーjレ材

圧カセンサによる蓋間(一次蓋一二次蓋間)圧力監視閉じ込め監視方式

注1)収納燃料(P.6及びP7参照)のうち最も重い17×17燃料(中央部にバーナブルボイズン集合体を全数挿入した状態)を収納した大質量を示す。
注2)最も全長が長い輸送荷姿の寸法を示す。全長は上部緩衝体から下部緩衝体間の長さ、外径は緩衝体外径(上部・下部共通)である。
注3)収納燃料のうち、最も崩壊熱量の大きい17×17燃料 48,00OMwd/t型(A型)又は15×15燃料 48,00OMvvd/t型(A型)が、 MSF-24P型1基あたりの
平均燃焼度44,00OMwd/ほで燃焼後、冷却(15年)するとして24体収納された場合の崩壊熱臣を基に設定した値。

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会ネ

胴、一次蓋、二次蓋

貯蔵用三次蓋

外筒

トラニオン

中性子遮蔽材

伝熱フィン

蓋ボルト

バスケットプレー

中性子吸収材

緩材

カバープレート・りブ

バスケット

@ MITSUBISHI HEAⅥ、;NDUSTRIES, LTD. A{1 Rights Reserved

緩衝体

炭素鋼

ステンレス鋼

炭素鋼

析出硬化系ステンレス鋼

レジン(エポキシ系樹脂)

'三菱工



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)MSF-24P型を使用することができる範囲又は条件(2020/6/8 査会合資料1一はり抜粋)

以下に示す条件により設計された兼用キャスクを使用することができる貯蔵施設であること。

項目

兼用キャスクの設計貯蔵期間

兼用キャスクの貯蔵場所

兼用キャスクの貯蔵姿勢

兼用キャスクの設置方式

貯蔵状態における兼用キャスク

周囲温度

貯蔵状態における

貯蔵建屋壁面温度

地震力

範囲又は条件

60年以下

貯蔵建屋内又は屋外柱1)

輸送荷姿又は部の金部への衝突が生じない設方法

貯蔵架台上に設置

最低温度一20゜C

最高温度 45゜C(貯蔵建屋内貯蔵の場合)、38゜C(屋外貯蔵の場合)

最高温度 65゜C(貯蔵建屋内貯蔵の場合)

加速度

速度

浸水深津波荷重(算出条件)
流速

漂流物質量

風速竜巻荷重(算出条件)

(注1)輸送荷姿:貯蔵建屋内貯蔵又は屋外貯蔵

蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法:屋外貯蔵のみ

@ MITSUBISHI HEAV、"1NDUSTRIES, LTD. AI{ Rlghls Reserved

人三菱重工

水平230OGa1及ぴ鉛直160OGa1 又は
水平2m/S及び鉛直1.4m/S

10m

20m/S

10ot

10om/S

無断製連云載禁止三菱重工業株式会社



2,1指摘事項への回答(NO.1)

指摘事項(NO.1-2)

蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法における緩衝体の設置有無について説明すること。

(回答)
型式証明申請における輸送荷姿及び蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(以下「縦置き」という)の貯蔵方式を以下に示す。
縦置き貯蔵(下表(2XA)及び(2XB))は、いずれも上部緩衝体を設置する。下表(2XB)では、津波荷重、竜巻荷重及び周辺施設の損壊に
起因する重量物落下に対する安全性向上のために上部緩衝体を設置している。また、各設置方法での想定条件をP.14~P.16に示す

(2)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き)(淘)

①輸送荷姿 戸,. L芸立,、売旧唄宇蔵架台により転倒を防止し、(A)緩衝体により蓋部の、,属衝大蓋『の金属衝突を生じさせない(横置き)(注,)

地盤の

状態

兼用キャスクの

基礎等への固定

(注2)

地盤の基礎等に

十分な固定しない(dX②③)

支持を
基礎等に想定
固定する(④)しない

地盤の基礎等に

十分な固定しない

支持を
基礎等に想定 0(注4)
固定する(⑤)する

(注1)①輸送荷至及び②蓋司'会金属都への衝突力生じ八設置方),、、_0 た蔵架厶に設置きhる6ち'ぢこ 0
無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社@ MITSUBISHI HEAⅥ、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

基礎ノ/(屋外のみ)
貯蔵架台掃)
(貯蔵建屋内又は屋外)

0

兼用キャスク

緩衝体

地盤

▲三菱工

(屋外のみ)

0

上部緩衝体

兼用キャスク

貯蔵架台

地盤

上部緩衝体

兼用キャスク

貯蔵架台

地盤



2.1指摘事項への回答(NO.1)

①輸送荷姿(横置き)1こおける想定条件

貯蔵状態

^

^

自然現象

地震(波及的影響)

1)キャスク落下

(注1)輸送荷姿においては、地震時評価を省略する。

(注1)

⑥ MITSUBISHI HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

2)重物落下

▲三菱工

(建屋・クレーン)

3)埋没

外部からの衝撃(竜巻)

イC

(土砂・瓦礫)

冒

曳

無断製連云載禁止三菱重工業株式会社

貯
蔵
場
所
貯
蔵
建
屋
内

＼
＼
＼

＼
＼
＼

屋
外



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(2)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き貯蔵①)1こおける想定条件

自然現象

貯蔵状態
地震(波及的影響)

曳

(対象外)

^

1

(注1)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き貯蔵①)においては、地震時の蓋部への金属部への衝突評価を省略する。

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Ri9hts Reserved

1)キャスク落下連云倒

(注1)
＼
2)重量物落下

人三菱工

_ノ

外部からの衝撃(竜巻)

3)埋没

(クレーン)

(土砂)

貯
蔵
場
所
貯
蔵
建
屋
内
屋
外
＼
＼
＼1



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(3)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き貯蔵②)1こおける想定条件

自然現象

貯蔵状態
地震(波及的影響)

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

(対象外)

^

地震

1)キャスク落下連云倒

(縦置き貯蔵①と同じ)

⑥ MITSUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

2)重量物落下

▲三菱重工

(縦置き貯蔵①と同じ)

外部からの衝撃(竜巻)

3)埋没

(縦置き貯蔵①と同じ)

(縦置き貯蔵①と同じ) (縦置き貯蔵①と同じ)

貯
蔵
場
所
貯
蔵
建
屋
内
屋
外
＼
＼
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▲三2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)蓋部への金部への衝突が生じない設置方法(縦置き貯蔵②)における転倒防止設計について

(設計方針)

貯蔵架台が、兼用キャスク告示第1条に定める地震力に対して、
おおむね弾性状態に留まる設計とし、兼用キャスクの転倒を防
止する。したがって、地震時に蓋部に金属衝突は生じない。

信平価概要)

兼用キャスク告示第1条に定める地震力に対して、おおむね弾性
状態に留まることを評価する。

ー、ー

,,,、^1■

...、.、......、.、.、.、.、.、.、.、.、.、.、....、.、.、.、.

地震力

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

地缶時の貯蔵架台の構造健全性評価概要

<二>評価位置

工

貯蔵架台(蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法用)

内は商業機密のため、非公開とします。無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する

設置方法

別表

a臓送荷姿

兼用キャスクの設置方法に応じた評価の例

地竺、基礎、蓋部の金属部兼用キャスク
支持部等の評への衝突評価本体評価
価

②蓋部の金属吾&＼の絢突
力牲じない設置方広

③塾音町金属部への御突
が生じる設贋方法

@ MITSUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

④基礎等に固定する

備考

⑤基礎等に固定する

▲三菱工

査ガイド抜粋

*1~*3

0

仂0速度)

評価要

評価不要

「6.1 安定性評価の基本方針」参照

0
(基準地震動)

0
(速團

0

(加速度)

0
(基凖地震

0
(加速度)

0
(加速度)

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社

基
礎
等
厨
定
号
い

ー
ハ
刀
奎
持
霜
楚
し
な
い

地
畢
刀
奎
持

葛

0
-



22指摘事項への回答(NO.2)

指摘事項(N02)

型式証明での確認事項と設置(変更)許可段階での確認事項の整理表を作成すること。

(回答)

「設置許可基準規則」の要求事項に対する型式証明の審査範囲及び設置(変更)許可申請で確認する事項を呂1添!に示す。

また、「原子力発電所敷地内での輸送唄宇蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイド」の要求事項に対する型
式証明での審査範囲(説明事項)及び設置(変更)許可申請で確認する事項を呂1澀に示す。

別添1及び別添2では、指摘事項NO.1-2への回答で示した貯蔵方式毎に確認事項を示している。

/、、...、
<別添1及び別添2の記号及び色の説明>

》「0」:対象、「ー」:対象外

》朱書文字拐11添1):型式証明申請書記載事項を明確にした箇所

》緑色塗り1^1.型式証明の範囲とする事項に対して、設置許可(変更)申請において確認する事項

》灰色塗り「^-1.型式証明の範囲外事項

》黄色塗りr'^1.型式証明の範囲外事項であるが、設置許可(変更)申請において確認する事項(兼用キャスクに係る事項)
＼

@ MITSUBIS州 HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

▲三菱工

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



実用発危用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則

タイトノレ

の により るは、 の^

象施設のうち、地の発生によって生ずるおそれがあるその安全機能の喪失
に起因する放射線による公衆への影響の程度が特に大きいもの(以下「震
重契施設」という。)及ぴ兼用キャスクにあ0ては、同条第三項に規定する
基準地震による地力を含む.)が作用Lた場合においても当該設計基
対象施設を+分に支持することができる地盤に設けなければならない.ただ
し、兼用キャスクにあっては、地盤により十分に支持されなくてもその安全
機能が損なわれない方怯により設けることができるときは、この限りでな
、、

想定する型式証明審査の適用条文

2 耐重要施般及ぴ用キャスクは、変形した場口においてもその安全
が損なわれるおそれがない地に設けなければならない

設及びキ十スクは、、位がるおそれがよいに般け3耐
なけれぱならない.ただし、兼用キ十スクにあ0ては、地盤に変位が生じて
もモの安全機能が損なわれないノj法により股けることができるときは、この
限りでない.

用キャスク設
電位置周辺斜面
の離隔確保又は
安定性評価

の

設置許可基準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の

型式証明・設置許可申請区分

設電許可範囲型式証明範囲

輸送縦置き縦き輸送縦き縦置き
荷姿①②荷姿①②

止

らない.

は、 のの2

設の安全機能の失に起因する
定しなけれぱならない.

は、その3

は、

それがある地震による加速度によ?.て作用する地焦力(以下「基皐地震動に
よる地震力」という.)に対して安全橡が損なわれる粘モれがないもので
なければならない.

は、項4

壊に対して安全機飽が損なわ

のにる にて5 の 、

じ込めの機能がなわれる粘モれがないものでなければならない.

に対して安全機能がなわれるお6 用キ〒スクは、歌のいずれかの
それがないものでなければならない
用キャスクが地力により安全機能を損なうかぞうかをその設匿される

位貴のいかんにかかわらず判断する六めに用いる合理的な地震力として原子
力規制委員会が別に定めるもの
基地地動による地力

ること分でる

0

つてる粘そがる
線による公衆への影響の

0

に

0

設匿許可時の
審査事項

兼用キ十スクに
関する確認事項

ので

0

の

る粘モ

認車項の整理

要

(型式証明申請の範囲外)

0

によ

がな

に

0

'のS -2

特定機器を使用することによη発
特定機器の安全酘計に 雄用原子炉施設に及ぼす影に関
関する説明書(添付帯類一) する説明書(添付杏類二)

こよりノにMSF-24P は、及び 0MSF-24P

の衝突が生な、設母方法(縦置支持されなくて、その安全機能が
き①))は、地盤により十分に支持さ損なわれない輸送荷婆叉は蓋部の
れなくてもその安全機能が損なわれ金属部への衝突が生じない設置方
ない輸送荷姿又は蓋部の金属部への法(縦母キ①)により貯する設
衝突が生じない設置方法により貯蔵計とするため、発電用原子炉施設
する設計とする.また MSF2Ⅱ型の安全性に影を及ぼさない.ま
(蓋部の金属部の衝突が牛なレた MSF-2岬型(蓋部の金属部へ
設置方法(縦母き②))は、基池地震の衝突が生じない設皿方法(縦促
動による地力が作用した揚合におき②))は、基譜地動による地
いても貯蔵施設を十分に支持する'力が作用した場合においても貯

蔵施設を十分に支持することがでとかでキる地盤1、設価tる
きる地盤に設置するため、発氾用
卯子炉節設の安全性に影を及ぼ
气な、、

よ

てる粘れ分る面の
、ものでなければならない.

0

に応じ

0

0

(型式証明申請の範囲外)

が損MSF-24P型の
なわれるおそれがない設置方法と
するため、発用原子炉施般の安
全性に影を及ぼさない。

0

のによ0てる粘モがある面の7 用キヤスクは、
して安全機能が損なわれる粘それがないものでなければならない.

1す

縦皿き(②)の地
盤の安定性評価

別紙1-1

0

0

(型式証明申錆の囲外)

証 口

の

用キャスクを兼用キャスク貯蔵施
設にて使用する揚合認しなければ

ならない事項

への 1 力生よい設の

凪方法(縦匪き②)により貯する場
合の地盤が安定で布ろこと。

(送荷湊及び董部の金属部の衝
突が生じない設侶方怯(縦皿き①)

の十分な支持を恕定しないは、

ため確認不要)

0 0

に

0

別紙1(ν5)

周辺施設等からの波及的影条件が
型式証明の波及的影評価の条件に
包絡されていること.0 0

兼用キャスクヘ
の周辺施設等か
らの波及的影
条件が型式証明
の波及的影響評
価の条件に包絡
されていること
の確認

(型式証明申請の範囲外)

MSF-24P は、用キャスク告示で'
める地力に対して安全機能が損な
われるおそれがない輸送荷湊又は蓋
部の金属部への衝突が生じない設置
方法により貯する設計とする.

なお、地震時、周辺施設等からの波
及的影響によηMSF-24P型の安全機能なお、地時、兼用キャスクで恕
が損なわれるおそれがないものとす定する、MSF-2Ⅱ型の安全機能が

損なわれない波及的影響(地盤のる。
不等沈下・貯蔵建屋損壊による土
砂/瓦榛埋没、クレーン/貯蔵建屋
損壊による重量物落下、クレーン
損に伴う落下・転倒、地時の
外部からの衝撃による転倒)の条
件を示,.

(型式証明申請の範囲外)

0 0

(型式証明申請の囲外)

0

ここ



実用発電用原子炉及ぴその附属施設の位価、構造及ぴ設術の基準に関する規則

タイトノレ

による の く. 1、のヤスびの辺
中に当該設基單対象篤設に大きな影辱を及ぼ,おモれがある波(以下
「基準津波」という.)膳対して安機能が損なわれる粘モれがないもので
なければならな、.

2 用キャスク及びその周辺設は、歌のい,'れかの津に対して
能が損なわれるおそれがないものでなければならない。
兼用キャスクが津波により安全機能を損なうかどうかをその設置される

位置のいかんにかかわらず判断するために用いる合理的な津波として原孑力
規制委会が別に定めろもの
基準津波二

かの

傷の防止

想定する型式証明審査の適用条文

.

による 設 キヤスク .

を除く.歌項において同じ.)
ないものでなければならない.

及1 粘それるにき'は、2

想定される自然現象により当咳要安全趣設に作用する衝撃及び設計基皐
故時に生ずる応力を切に慮したものでなければならない.

又はその辺にいては、エキヤスク3

定される発原子炉施設の全性を損なわせる原因となる粘それがある
によるものを除く.以下「人為による事象であ0て人鴻によるもの

象」と、う.)に射して安全機能をなわな、のでなけばならな、.

4 用キャスクは、炊に掲1る.、現象が発生した合においても全機
能を損なわないものでなけれぱならない.
兼用キャスクが竜巻により安全機能を損なうかどうかをその般価される

位価のいかノνにかかわら十判断すろために用いる合理的な竜巻として原孑力
規制委員会が別に定めるもの

設置許可準 則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理

型式証明・設価許可申請区分

設匿許可時の
設匿許可範囲型式証明範囲 審査事項

兼用キャスクに輸送縦置き縦置き輸送縦き縦置き
関する確認事項荷姿Φ②荷姿①②

は、
が発生した

別紙1-2

び

においても安全機能をなわ

される

5 項の
ない.

0

が、用キャスクで飛来
想定する設計飛来物の条件に包絡さ
れていること.

による

は、

キヤスクは、に6

いのでなければならない.
(以下、略

のは、7

ない.

用キャスクについて

の 止 力よれ'い子設の設は、・に発
よう、火災の発生を防止することができ、かつ、早期に火災発生を感知する
(以下「火災感知設」という.)及び消火を行う般備(以下「消火詮

倫」といい、安全施設に属するものに限る.)並びに火災の影響を軽減する
機能を有するものでなければならない。

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付書類一)

MS -24

る

0)

キ〒スクについて

にるものにる.2 '

子炉を安全に作が起きたに粘いても発
なわないものでなけれぱならない.

MSF-24P型は、用キ〒スク示で
める津波による湖上波の波力及ぴ漂
流物の衝突に対して安全機能が損な
われるおそれがない設計とする.

による

の例によること

(型式証明申請0 範囲外)

0

の

特定機器を使用することにより発
電用原子炉施設に及ぼす影に関
する説明杏(添付害類二)

して

妨1

の の に

よ

(型貧証明申請の囲外)

0

るこ

略)闇SF-24P型の全能が
なわれるおそれがない設計とする
ため、発用原子炉施設の安全性
に影を及ほさない.

竜巻飛来物条件
が、兼用キャス
クで想定すろ設
計飛来物の条件
に包絡されてい
ることの確認

兼用キ十スクの
森林火災に対す
る評価

貯蔵施設を設置
する原子力発電
所個別の条件で
の自然現に対
する評価

兼用キャスクの
人為による事象
に対する評価

用キヤスクの
人絢による事象
1、対する評価

0

0

口の

用キャスクを兼用キャスク貯施
設にて使用する揚合確認しなければ

ならない事項

又はは、 、

止させるための機能を損

訊SF-24P は、用キ〒スク示で
める竜巻により、原子力発電所の竜
巻影評価ガイド解説表 4.1に規定
される飛来物が設計飛来物となり衝
突した場合においても、その安全機
能を損なわない設計とする.

(型式証明申晴の範囲外)

MSF-24P は、 よ

る恐れのない設計とするため、発
虹用原子炉施設の安全性に影響を
及ぼさない.

別紙1(2/5)

(なし

(型式証明申錆

0

なし

0

0

(型式証明申請の範囲外)

0

0

0

るMSF-24P型は、'
(地、津波、竜巻及ぴ森林火災を
除く)が発生した合においても安
全機能を損なわない設計とする

囲外)

(型式証明申請の範囲外)

0

が(略) MSF-24P型の
なわれるおそれがない設計とする
ため、発電用原子炉施設の安全性
に影響を及ぼさない。

(型式証明申請の範囲外)

よし

(型式証明申請の囲外)

(略 MSF-24P の全が
なわれるおそれがない設計とする
ため、発電用原子炉施設の安全性
に影辱を及ぼさない

子MSF-24P 1ネ、"に
炉施設の安全性が損なわれないよ
う、金属製の不燃性材料とし、発火
源となる恐れのい設計とする.

こ

三



実用発電用原子炉及ぴその附属応設の位置、構造及び設術の基準に関する規則

タイトル

設は、その
なけれぱならない.

想定する型式証明審査の適用条文

がにいる の2 の

するのは、当該系統を構成する機械又1含器具の単一故(単一の原因に
よ0てーつの又ほ器具邪所定の安全橡を失うこと(雲因による多
故障を含t,.)をいう.以下同じ.)が発生したであって、外部
が利用できない場合に粘いても根¥きるよう、雪該系統を構成ヲ、る橡械又
1ネ器具の機、撰造及び動作理を考して、多性又は痛様性を確保し、
及ぴ独立性を保,るものでなければならない.

故に至るまでの間に,及び設設は、設3

れる全ての環境条件において、その機能を発揮することができるものでなけ
れぱならない.

の に U じて、

設置許可基準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可詩の確認事項の整理
型式証明・設低許可申請区分

設置許可時の
設赴許可範囲型式証明範囲 審査事項

兼用キャスクに輸送縦き縦き輸送縦き縦き
関する認項荷姿Φ②荷姿①②

か

能の及ぴ能力を確認るため、その般は、その4

度に応じ、発電用原子炉の運転中又は停止中に賦験又は検査ができるもので
なけれぱならない.

た ので

タービン、ンモのの又はのに飛は、5

散により、安全性を損なわないのでなければならない.

6 1、二以の発用子に粘いて用し、叉はに
接続するものであ0てはならない.ただし、二以上の発電用子炉と共
用し、叉は相互に接することによて当該二以上の発電用原子炉設の安
全性が向上るは、この限りでない.

用原子く.は、 の7

篤設の安全性を損なわないし、又は相互にするには、発
ものでなければならない.

0 0

別紙1-3

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付書類一)

炉MSF-24P は、

設の安全機能の重要度分類に関する
審査指針に基づき、それが果たす安
全機能の性に応じて安全亟臭度を
PS-2に分類し、十分高い信頼性
を確保し、か0、維持し得る設計と
する

0

4P

0

の

特定機器を使用することにより発
電用原子炉施設に及ぼす影に関
する説明書(添付杏類二)

MSF 24P は、 、、

保し、かつ、維持し得る殻計と
するため、発電用原子炉族設の安
全性に影響を及ぼさない.

0

鉦

設するに箪SF-24P の設
たっては、劣化等に対しても十分な
余裕を持って機能維持が可能となる
よう、設計貯蔵期問中の温度、放射
線等の環境条件を毒慮し、十分安全
側の条件を与えることにより、これ
らの条件下においても期特されてい
る安全機能を発揮できる設計とす
る。

朔問に股するにヨ MSF-24P は、般言MSF-24P の般言
たっては、それらの健全性及ぴ能力武験又は検査ができる設計とする
を確認するため、その安全機能の血ため、発電用原子炉施般の安全性
雲度に応じ、設計貯蔵期間中に試験に影響を及ぼさない.
又は検査ができる設計とする。

の

兼用キ十スクを用キャスク貯蔵施
般にて使用する場合確認しなければ

ならない事項

用キャスクの
飛散物に対する
安全評価

0

(型式証明申請の範囲外)

0

別紙1(3/5)

よし

揺F-24P は、期れている
能を発揮できる設計とするた
め、発電用原子炉施設の安全性に
影響を及ぽさない

0 (型式証申請の範囲外)
兼用キャスクの
共用に関,る安
全評価

型式証明申請の囲外)

(型式証明申鮪の範囲外)

以
子



実用発電用原子炉及びその附属応設の位置、構造及ぴ設の基準に関する規則

タイトル

貯蔵施設
の ぴ ににり、には、に 1于

料体叉は使用済燃料(以下このに船いて「燃料体等」という.)の取扱施
設(安全施設に係るものに隈る.)を設けなければならない.
(以下、略)

設には、に 1るころによ、 の子
を設けなけれ(安全庶設に属,るものに隈る.以下このに粘いて同じ.)

ばならい.
は、歌に掲げるものであること.燃料体等の貯

イ燃料体等の下によ燃料体竿が破損して性物質の放出により公に
放射線障を及ぽす粘それがある場合に船、て、放射性物質の放出による公
衆への影を低誠するため、燃料貯蔵設備を格納,るもの及ぴ の

放出を低誠するものとするこ.

るこするものがでるるこ必にじて口

と.

想定する型式証明審査の適用条文

(型式証明申請の範囲外)

設置許可茎準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理
型式証明・設伍許可申請区分

設電許可時の
設皿許可範囲型式証明範囲 審査事項

輸送縦置き縦置き輸送縦置き縦置き 用キャスクに
荷婆①②荷婆①② 関する確認項

ノ'、 体が界に るおそれがよい,のとすること.

0

の .

ののほか、歌に掲げる
(以下、略)

3 用原子炉には、に 1るところにより、
位及び水投並びに燃料敗扱所の線量を測定で
ならな、.
(以下、略)

号にめる,4 キ〒スク設'る場には、そのキャスクは、
ののほか、欧に掲げるものでなければならない.
使用済燃料からの放射線に対して適切な遮蔽能力を有するものとするこ

と.

(型式証明申請の囲外)

キヤスク
のであること.

別紙1-4

MSF-24P は、切に性物閉MSF-24P は、切に放性質
じ込めることができ、閉じ込め機能を閉じ込めることができ、閉じ込

め機能を監視できる設計とするたを監視できる設計とする。
め、発電用原子炉姥設の安全性に
影響を及ぽさない.

に つては、

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付書類一)

の

る設備を設けなけれぱ

0

しるも

0

切に去

4P

0

ることがで

使用済燃が内する放.性物質を適切に閉じ込めろことができ、か三

つ、その機能を適切に監視することができるものとすること。

(なし

'の

特定機器を使用することにより発
電用原子炉施設に及ぼす影に関
する説明杏(添付杏類二)

証

るものとすること

済燃口体MSF-24P型は、
定の幾何学的配置に維持するための
断面形状が中空状であるバスケット
プレート、及び適切な位置に配置さ
れた中性子吸収材により界を防止
すろ構造とし、 MSF-2Ⅱ型の貯蔵施設
への搬入から搬出までの乾燥状態、
及びMSF-24P型に使用済燃料集合体を
収納する喋の冠水状態において、
術的に恕定されろいかなる場合で
も、邸界を防止する設計とする.

(型式証明申の範囲外)

0 0

口の

用キャスクを兼用キ〒スク貯蔵施
設にて使用する場合認しなければ

ならない事項

0

(型式証明申請の範囲外)

(型式鉦明申請の範囲外)

にされ"SF-24P は、

るいかなる場合でも、匪界を防止
する設計とするため、発電用原子
炉施設の安全性に影響を及ぽさな
、、

別紙1(4/5)

0

めた用キャスク・ MSF-24P

周囲遣度が、45ヤ(貯建屋内で貯
する場合)又は開ヤ(屋外で貯蔵
する場合)以下であること.
.貯蔵建屋内で貯蔵する揚合におい
て、貯蔵建屋壁面温度が65ヤ以下で
あること.

0

0)MSF-MSF-24P は、上'されるMSF-24P は、
において、使用済燃料集合体からの 24P型表面の線量当量率を2'vh
放射線をガンマ線遮骸材及ぴ中性子以下とし、かつ、 MSF-24P型表面
遮蔽材により遮蔽L、通常貯時のから1 れた位置における線量
MSF-24P型表面の線量当量率を2 当量率を100μSV/h 以下となる設
■SV/h 以下とし、かっ、 MSF-24P型表計とする.な常、発電用原子炉施
面から1加離れた位価における線当設の安全性については影の範囲
率を100μSv h 以下となる設計と外とする.
する.

燃口凱SF-24P は、却によって収 MSF-24P型は、
した使用済燃料の崩壊熱を外部に放の健全性及び安全機能を有する構
出できる設計とし、使用済燃料集合成部材の健全性を維持する温度を
体の健全性及び安全機能を有する構満足する設計とするため、発電用
成部材の健全性を維持する温度を満原子炉施設の安全性に影馨を及ぼ

さない.足する設計とする.

0 0

・ MSF-24P

めた兼用キ十ス
ク周囲温度が、
45气二(貯蔵建屋
内で貯蔵する場
合)又は38气ユ
(屋外で貯蔵す
る場合)以下で
あることの確認
・貯蔵建屋内で
貯蔵する場合に
おいて、貯蔵
屋壁面温度が
65t以下である
ことの確認

0

0 0

こ



実用発電用原子炉及びその附属応設の位価、構造及ぴ設備の基準に関する規則

辺にける工

線等からの防護

タイトル

一十

カユの、子において対 は、

びスカイシャイン線による工場等周辺の空間線量率が十分に低減できるもの
でなければならない.

、らの

従事者の防護

想定する型式証明審査の適用条文

止る必力るにるは、

合には、歌に掲げるものでなければならない.
放射線業務従事者(実用炉規則第二条第二項第七号に規定する放射線業務
従事者をいう。以下同じ.)が業務に従事する場所における放射線量を低減
できろものとすること.

設置許可基準 則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理

型式証明・設匿許可申請区分

設置許可時の
設価許可範囲型式証明範囲 審査事項

用キャスクに輸送縦置き縦き輸送縦き縦き
関する確認項荷姿①②荷姿Φ②

イQ
て、迅連な対応を,るために必要な作ができるものとtること.

(型式証明申

別紙1-5

置許可

かには、2工

設を設けなければならない.

3

情を伝達,る色裏がある楊所に表示できる設
限る.)をけなければならない.

る工 周辺の

の
には、

0 0

工楊等周辺の空
問線量宰評価条
件となる用
キャスク
宰が型式証明
申請に記載さ
れる条件と同一
又は包銘されて
いることの確認

理に

0

0

特定機器の安全設計に
関する説閉畜(添付密類一)

においてMSF-24P I

電用頒子炉施設からの直接線及びス
カイシャイン線による工場等周辺の
空問線量率が十分に低減できるよ
う、通常貯時のMSF-24P型表面の線
量当量率を2■SV/h 以下とし、かつ、
狐F-24P型表面から1血離れた位置に
おける線量当量率を100μS"/h 以下
となる設計とする。

る、

0

にネ,い

0

、

4P

そ子炉
般に属するものに 囲外)

ンタープエース

0

の

の

特定機器を使用することにより発
用原子炉施設に及ぽす影に関
tる説明杏(添付書類二)

について1、の

式証明申請の範囲外とする.

放射業務従
者の従事場所に
おける放射線量
評価条件となる
兼用キャスク
量当量串が型式
証明申餉に記
載される条件と
同一又は包絡さ
れていることの
確認

0

証

力闘SF-24P は、

務に従事する場所における放射線量
を低減できるよう、通常貯時の
MSF-2Ⅱ型疫面の線量当量率を2血SV/h
以下とし、かつ、 MSF-24P型表面から
Im離れた位置における線量当量率を
100μSV/h 以下となる設計とすろ.

ける

の

兼用キャスクを用キャスク貯施
設にて使用する場合認しなければ

ならない事項

よる キヤスク

ι、力

ろ場所における放射線量の評価に
ついては、型式証明申請の範囲外
とする.

別紙1(5/5)

工扱等周辺の空問線量率評価条件と
なる用キ十スク線量当量卓が型式
証明申菊書に記載される条件同
又は包絡されいること

して示予して、 MSF-24P

放射線業務従亦者の従事場所1'キ'け
る放射線丑評価条件となる兼用キ十
スク線量当量率が型式証明申請害1
記載される条件と同又は包絡さ■
いるー

ぴ面か

(型式証明申錆の範囲外)

れた

(型式証明申麟範囲外)

.

のこ



【確認内客】2.1 白界防止能

以下を蹄まえ界肪止設計が妥当であること【響における確記事項】

1)配贋・形状【客査にあける確認事項】

a)霞計上畑定される状雌仁おいて、使用済燃料が応兼用キャスウの田皿、パスケウトの形状、パスケット格子内の使用済燃料焦合#の配霞尋において、遍切な安全枯度を考慮サるとともに、設計貯蔵
期間をじてパスケウトの造霞全性が維持されろこと界に違する船モれがないこと

(2)兼用キャスウの座界防止能をパユケットで担保兼用キャスクが轟動すろ可能性がある場合は、舟動等による叢用キ乍スクの配置の窒化に伴う中性子実効増倍宰の増加にっいても遍切に考卑すろこ
してぃろ場合は、設計上恕定される状忽において、パと

スケウトが巨界防止上有量な寳彫を起こさないこと

原子力発電所敷地六での帖送・貯腔蕪用乾式キ十スクによろ使用鞍燃料の貯履に面,る審査ガイト

【確認内容】2.2 遮薮撮能

以下竃詰まえ遮蔽般計が妥当であるーと【宴窒にあける確記事

(1)設計上感定される状態にあいて、使用済燃料かわ D 使用済燃軌の赦射鯨源強度評価
使用済燃斜の赦射線緑登度は、検証され適用性が確認された燃焼計算コードを使用して求めること.また、燃料型式、燃焼度、潟紬度、冷却年敷等の赦射線に対Lて遍切な逐蔽擴能を有すること

化)通常貯駿時の兼用キやスク豊而の鯨量当量率をを条件とし、核橿の生成及び崩壊を計算Lて求めること
2msu/h 以下とし、かつ、兼用キやスウ表面かー jm

魅れた位匝におけ乙鯨量当量牢を 10011Sヅh以下とす 2)豊用キ〒スウの遮蔽嵐能評

て、原于力尭所敷地内の俺の施般か,のガンマ縁とキ¥スクのガノマ縁遮蔽材及び中性子遮電材の熱劣化による追蚕農能の低下底考卑すること.
兼用キ¥スウからの中性子及びガンマ鯨とを合 L、

ALAR'の考え方の下、敷地境界にあいて実効線量で b.兼用キャスク麦面の縁量当量率を 2msv/h以下とし、かっ、兼用キ十スク表面から lm離れた位匿における縁量当量率を 100μ罰ノh以下とサる
こと

50μ乳ノy以下となることを目標に、鯨量霞塵
3)敷地墳界1、おける実効故量評価

OmSリy)を十分下回る水牟とすること

(4)貯蔵趣屋辱の損停によ4」モの遮蔽能が蔓しく低Φ直接縁及びスカイシ¥イン鯨の評価

額度aSりノ)を畑えないことと症適切(、考慮Lた上で、通常貯置時の擡線及びユカイソヤイン縁(ガンマ尊及ぴ中性子)による実効島覚にっいて評価すること.

ソスタム

兼用キャスウの遮旺楓能データ又は兼用キースク表面か'コ1m離れた位贋におけろ鐸量当量率が100"罰ノhとなるよう故射縁源鞠度を規格化したも
のを用、ること.ここで、放射縁、強度を規格化Lて用いる堤合ιユ、中性子100%又1含ガンマ隷1卯郭のいずれか保守的な縁量評価とすること.ま

た、中性子及びガンマ線の麦而エネルギースペクトルけ、保守酌な線量評価となるものを使用すること

2)中性子吸収材の効果

中性子吸収材の効果に閃して、以下に0いて連切な安全裕度を考庫すること

..製造公差(凋度、非均質性、寸法等)

b.中性子吸収に伴う原教密廣の,

子力晃所敷地内での輸迭.貯兼用キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイドに対する型式証明での認事と霞置許可鋳の確認事項の蔓聖

MSF.24P型型式証明での妻査舞囲

軸遺 説明事項

3)減連材(水)の影唇

使用済燃料を兼用キキスウに収勅する際、当該使用済燃料が冠*,ることを、設計上遍切に考慮サること

4)検証され適用性が認された界解析コード及ぴデータライプラリを使用すること

5)股計上、パスケットの皿性窒形が姐定される合は、塑性変形Lたバスケットの彫状及び使用済燃料の状鯵を青 Lても素匡界が緯持されるこ

と

(3.4,5.6,29

条〕

置きΦ縦●き働

(ヲ遮語解析口ード等

検証され連用性が確認された遮蚕解析コード等を使用すること.なお、モンテカルロコードを用いる場合け、相互週蔽効桑、ストリーミング及びコ

ンクリート深層逓過の点から検証され週用性が確認されたものであること

①通常貯龍時の線量

通常貯蔵時の直接隷及びスカイシャイン線にっいて、原子力見栓所敷地内の他の諦設からのガンマ練と兼用キやスクからの中性子及びガンマ線とを
合算し、 AL貞RAの考え方の下、敷地境界において実効線量で50"SV/¥以下となろことを目標に、線量般度 amsv/y〕を十分下回る*皐と,るこ
と

なお、兼用キャスウ以外の詫設の教量ι'、既評価の空気力ーマ(Gy/y〕を実効諌量(S制y)へ換算し、又1虐新たに実効縁量【Sりノy)を杵価するも
のとする.換に当たうては、係敷を 1とすること

4)序急復旧

貯煮建且等を段^る場合は、貯寂建屋等の損侮によりモの遮蔽榛能が著し(低下Lた場合においても、●要に応じて土嚢によろ遮薮の追加等の適

切な手段によろ応急復旧を行うことにより、工拝柵辺の実効縁量が敷地全体で縁量段度〔1msw/Y)を超えないこと.この場合において、応急復
旧による遮蔽能の回塩を期侍オる場合に仕、モの実施に係る体制を適切1、整憐,ること

MSF.24P型の貯藍飽蝕への搬入"、ら搬出までの乾燥状態.及びMSF・24P型に使用誇燃料集合(なし)
体をIR勧,る腺の冠水状態においτ、技術的に想定されるいかなる場合でも、界を訪止,る蝕

針とすろ

殿計貯蔵翊問を通じてパスケウトの健全性力噴持され石設計とすろ

血界評価では、 MSF、2●P型が無段に配列Lた体纂(完全反射)とする.これにより MSF

24P型の滑動を考卑しても、 MSF、24P型の配置制限は'要ない

中性子盛収材1才、製作公差を考庫し、安全裕産を確侭,る設計とする.中性子吸収材中のほう(むし)
棄の均質性け製'智により担保し、様ラ景承加量は仕嫌上の下限価とする.実効増倍翠が墨も

大きくなる寸法として、磨界防止禍能を確認する

中性子吸収材中のほう素の設計貯風期間中の景損割合は視できるほど小さため、区界肪止

能への影唇はない

(なし)却定されろ景も厳しい状鯉(冠水状急)においても応界に逸しない設計とする

検証され週用性"t確露された巨界解析二ード($CALEコードシステム)及びデー女ライプラリ(なし)
(ENDF/B.V1に茎づ(252群断面鴇ライプラリ)を使用する

MSF'24P型は、9m落下においてもパスケットに塑性寳形が生じない霞計としており、過常齢(なし)
送跡及び通常に取り掻う状峨においてパスケットに塑性変形は生じない.また、設計上考盧すぺ

き自然現象においても、パスケリトに塑性変形が生じない設計とする

0

検証され週用性が確認された燃煉計算コード(ORIGEN2コード〕を便用L.1腔劫サる燃斡の(なし)
仕楳を基{、技の生成及び崩壊による縁亙如度を計算する

設置許可時の客査・確露事項

MSF.2●P型の実形状を遍切にモデル化し、1)で求めた紳源強度を条件とLT、検証され適用性(なし)
が確記された遮蔽解析二ードΦOT3.5及びMCNP5)及び断面犢ライプラリ(MTXSU剖

331D0τ3.5]及ぴMCPU8急4/F5XUB・」33[MCNP51)を使用する.中性チ逓蔽材ι含設計貯蔵期間
中の熱的影による質量戒損(2.5%減損)を考庫する

0
MSF.24P型表面の線量当量宰を 2msw/h以下

における鯨量当量率を 100μSザノ"以下とする

別紙2(ν7)

封象

条文

^明中鯖の物外)

16条

僅弐明中請の範囲外)

楽MSF2'P型の遮骸犠誇チー会として、 MSF.24P型の表面からlm就皐た位置に令ける

率デー虫を示,

かっ、 MSF.24P型の隻面からlm畦れた位置(なし)

^明申前の範伺外)

16条

^明中の鼻囲外)

16条

16条

4.5.6条

慢式証明申酋の算囲外)

別紙2・1

16条

16条

当量
(MSF・24P型の縁量当量率に茎づき

通常貯叢時の直接縁及びスカイシャイン

錬による敷地境界の課量触産を満足する

こと

16条

(29条)

{貯政建屋等の掛侮評価を行い、遮蔽慢

能が低下する場合には適切な手段によろ

応急復旧摺置が誘じられること.)



2.3 詠^能

【専壷における確認事】

a)般計上想定される状超において、使用藩燃料の

崩壇熱を適切に除虫することがで毒ること

原子力発電斯堂地内での軸送・貯痩蕪用乾式キャスクによる使用済燃料の貯胤に関ナる審査ガート

確認内客】

以下を陪まえ除熱設計が妥当であること

1)使用済燃料の崩壊熱評

使用済燃料の崩壇熱け、検証され遍用性が確露された燃焼計算コードを使用して求めること.また、燃科型式、燃料体の実形状、燃焼度、●縮度

冷却年数等を条件として計算Lた住●の生威及び崩壊から見熱量とLτ求めること

2)兼用キ¥スク各郎の温塵昇価

..兼用キ,スウの各岳の■度1ネ、検旺され適用性が確認された伝熱解析コドを使用Lτ求めること.また、使用済燃料の崩堰熱、外部か"の入熱
及び兼用キ,スク周四の温崖を条件とし、及ぴ兼用キ,スウの実形状を週切にモデル化すること

⑦貯鼠建屋を設盟オる場合であうて、加kによる冷却等応急復旧による除熱頓能の回復を期符,るときには、モの実姥に係る体制安適切にす

ること

1確認内容】2.4 閉υ込め犠能

【宴壹における確認事項1 (1)畏期間にわたって閉じ込め換能を持,る点から、耐熱性、耐食性都を有し耐久性の高い金属ガスケウト等のシールを採用するとともに
(1)設計上想寔される状態にあいて、兼用キ十スクが蓋部を次董と二次壁の二重とし、一次蚕と二次との間の圧力(以下「蓋間圧力」という.)を視することにより、董部がする閉じ込め嶺能
内包する敢射性物質を適切に閉じ込めることができるを監机できること

(2)兼用キギスクの内部の敢射性物質が外都へ高えいしないよう、詮計貯蔵期間中、兼用キやスウ内部の負圧を雑持できることこと

(2)密封境界郎は、霞計上想定される衝撃力に封L G)密封填界郁の潤えい率け、(2)を滑たサものであること.また、使用する金属ガスケプト等のシールの性能け、当該凋えい率以下であるこ
、おおむね性範囲内にとピまろこと

B)閉υ込め機能の臭需に対して、モの修復性が考

庫されていること

子力発電所敷地内での輸送.貯蔵兼用キ十スクによる使用済燃料の貯蔵に開する宅ガイドに対する型式証明での確認事と設置許可時の確認事項の整理

b.安全帳及び兼用キやスウの造強度を雑持サる観点から、..で京めた温度は、設計上想定される状態において、兼用キ¥スウの嫡成都材が健全
性を保っ便囲に収まること.ここで、「健全性を保う範囲」とけ、蒙用キ十スクの各都の生全能を維持する樹造健全性及び性能を睦持できる温度
の範囲をいう

3)燃料敏覆管の温度評価

..燃料般哩督の■度は、検証され遍用性が確認された伝熱解析コードを使用しτ求めること.また、1)で求めた使用済燃料の崩壕熱と2)で求め
た兼用キャスウの各郡の温度を条件とし、使用済燃料集合#、パスケット等の実形状を倉仞にモデル化すること

b.燃料敏憂管のクリープ破扣及ぴ械的特性の低下を防止サる般点から、..で求めた温度仕、設計上想定される状鱈においτ、制隈される節囲に収
まること.ここで、「制霞される範囲」とιネ、燃刺敏長管の構造全性を畦拷できる温度の範四をいう

d)貯蒙建履の除熱評価

①貯薫建且を設置オる場合仕、兼用キ〒スクの除熱機能を阻害Lな、、こと.また、貯蔵鴫屋の給排気口け犢雪等により閉しないこと

(d)朔じ込め撮能評価では、密封墳界郁の漏えい率が、設計貯霞崩問、内郁初崩圧力及び自由空間客稜(兼用キ十スウ内郁容犢から収劫物及びパ
スケットを減じた容枝をいう.)、初期の蓋間圧力及び間の客槌、温度等を条件として、適切な評価式を用いτ求められていること

(5)蒙用キキスクの笥爽評価

D 兼用キ十スウを床に団定せず設電,るとき

①駈倒モードの設定

兼用キやスクを綾冒き又は検匝きにした貯敵状態で篤6項地量力(設置許可芸準規則第4条第6項に規定する地雲力をいう.以下伺じ.)を1力
、兼用キャスクの転倒、用キ十スク伺士の衝突及ぴ兼用キースウとm辺龍設との笥突のうち、設計上処定サるものを設定すろこと

16条

軸選
駐置きΦ

⑦兼用キャスクの衝突評価

1で抽出した転倒弊による蔀用キやスウへの衝突有重に封Lて、密封墳界部がおおむね性範囲内であること.この需「43」
針」を参考にしていること

き●

2 貯麗趣盟等を般置サるとき

1 貯蔵建星等の掛壇モードの設定

損壤モドに応じた衝実物又は落下物を抽出L、モのうち兼用キ¥スウの閉じ込め樋能に及在す影唇が景大であるものを般定すろこと

検証され適用性が確露された燃焼計算コード(0印GEN2〕を使用L、収軸する燃料の仕様を

茎に捜の生成及ぴ崩壌によろ鼻熱量を求める

MSF・24P型型式証明での審査翼囲

説明事項

②兼用キギスウの衝実評価

1で抽出した衝実物又は落下物による兼用キ十スクへの衝実荷に対して、密封墳界都がおおむね弾性範囲内であること

検証され適用性が確認された伝熱解析コード(A8AQUS)を使用する.ま大、崩壤熱、外部介

"の入熱及びM$F,24P型用囲の温座を条件とし、 MSF・24P型の実形状を適切にモデル化,る設

計とする

3 使用済燃料の再取出性の評価

..兼用キやスクに収劫される使用済燃料を取り出すために、一次董及ぴ二次萎が醐赦できること

b.使用済燃料の燃斜ぺレットが燃劇敏喪管から脱落せず、かっ、使用済燃料集合体の過度な変形を生じないこと

(6)朗じ込め帳能の異素に対し、適切な期間内て^済燃料の敢出Lや詰曽え及ぴ使用済燃料貯叢槽への拶送を行うこと、これらの実施に係ろ体
制を週切に整仙すること等、閉じ込め榛能の修復性に関Lて考慮がなされていること

息.で堂めた温度がMSF.24P型の成超材が健全性を保ウ範囲に収まる設計とする

検証され適用性が確認された伝熱解析二ード(ABAQUS)を使用する.また、 1)で求めた使
用済燃斜の崩壇熱と、2)で求めた蕪用キ¥スク各部の温度を条件とし、使用済燃刺集合体、バ
スケット等の実形状を遜切1ーモデル化,る

..で求めた■座が制段されろ笥囲1、収まる鮫針とする

値式証明中鵠め範佃外)

設置許可時の客査・確認事項

金興ガスケット製のシールを拝用,るとともに、査部を次董と二次萱の二重とし、次蓋と(なし)
二次蓋との闇の圧力(董間圧力)を監オることにより、藍部が有する閉じ込め撮能を監視でき

る霞針とする
(なし)設計貯鳶崩間中、兼用キ〒スク内部の負圧を維持できる霞計とする
(なし)密封境界蔀は、設計貯蔵期問中、蕪用キャスウ内部の負圧を雛持できる濁えい畢を滑足するも

のとして、使用する金属ガスケケトのシール性能け、当骸漏えい宰以下とサる設計とサる

設計貯凌朗間、内部靭閉圧力及び自由空間容柚、勿期の埜間圧力及び至間の容積、温度を条(壮L)
件として、適切な評価式を用いて密封墳界部の記えい率を求める

に対する設計方

MSF.24P型のm囲温度が、貯蔵建血

内で貯蔵する場合は、 45'C以下、員外で

貯薫,る場合は、ヨ急'C以下であること.

貯蔵達屋内で貯蔵サる場合は、貯董建

艮の面温度が6rC以下であること

別紙2(2/フ)

対象

条文

輸送有貞及び縦置き①)

. MSF.24P型け、兼用キキスク告示に定める地窒力に対Lて安全据能が損なわれるおモれがない

輸送荷姿又は貧部の金庶蔀への衝突が生υない般冒方法により貯鰻すろ設計と,る.したが0
て転倒等1、より閉じ込め柵能が損なわれろことけない

(縦置き⑦)

蚕部の金属部への衝突が生しない設彊方注に用いる貯架台は、兼用キ〒スク告示に定める地

震力に対Lておおむね弾性状態となる般計とするためMSF・24型は転倒Lない.したが0て

郎の金属郎への衝突が生じないため、閉じ込め撮能換が損なわれることはない

(なし)

(なし)

(閉じ込め楯能の臭常に対す石修復性に

聞Lて考卑されていること.)

16条

(なし)

(貯蔵建星等の物造物を般ける嶋合、兼

用キ甲スウ除熱犠を阻害Lないこと

給排気口閉塞がないこと、貯蔵建風等の

倒壕を想定する嶋合にけ適切な応復旧

等を^すること.)

MSF.24P型の貯蔵焦霞け、地賃により周辺施霞等の換壊を想定サる.損壊により生じる想建事貯愈施般内の旭建象が、型式証明での

象(MSF.24P型の埋燈、 MSF.24P型への重量物落下及ぴMSF.24P型の落下・転倒)に対して波凌及め影響条件に包絡されているこ
及的影響評価条件の範殴で1=MSF.24P型の閉じ込め能が損なわれず、また、使用済燃刺の再敢と
出性に向厘な、

16条

4.16条

別紙2・2

16条

【6

16条】

慢武証明申前の範外)

(なし)

16条

16条



麒子力亮電所敷地内での輸送・貯蔵鞍用乾式キ々スクによる使用蓄党料の貯嵐に酉ナる春査ガイト
置きΦ疑置き働

3 自然現象等に対する兼用キ¥スウ貯蔵施設の設計の茎本方計

1確認内容】【婁責における確認項1

(D 兼用キ,スウの安全爆能の失及びモれに鞍く(D 兼用キ〒スク貯蔵跨設のうち、蒙用キ〒スウ1土以下の(3)に示,自然現象に対しτ安全轍能を雛持tろ必要がある施般として区分され、及ぴ
0

公衆への赦射卸による影響を訪止すろ観点から、原則皿辺施般は一般産章座叢や公設と伺等の安全性が要京される設として区分されていること
用キャスクは第6m地量力に対して安全機としτ

(2)円辺篇設として、兼用キ¥スウの支持郁、計載設伯、ウレーン知(これらは r巌暑・配管系」に分類される.)、貯建雇等及ぴ茎慢が適切能を稔特すろ必要が島る施霞として区分され、瓜辺座

設は般産業艶設や公乗詫設と問等の安全性が要京さに位恒村けられていること
れる詫設として区分されていること

の位恒付け及び評価の対訣となる自熱現傘について以下のように整理Lていること.なあ、他の自然(2)兼用キスク及び周辺施設1=、兼用キやスクの(3)兼用キ.スウ及び円辺施設の設計
械能姓持するためにこれ、が担保,ぺき換能{、現象等にっいτは、関連する実用発電用鳳子炉施設に係るガイドを右考にし、週切'評価力'さτL こ

D 兼用キ¥スク
応じた設計が行われτいること

華用キ十スウは、モの堅牢性を踏まえ、以下の①又は②のいずれかに剣Lて安全概能が鮭持される霞計であること

①サイトに依存1,ない一律の値で高リ、兼用キ¥スク告示で定めろ地力、津渡及ぴ春 0

設費許可甚準規則の解駅別記4を参考にしていること

サイト図有の茎津地震動、茎準津波及ぴ茎準竜婁

設電許可荏準規則の解駅第3条~鮒5条(別記1~3)及び第6条並ぴに駒遜するガイドを参考にしていること

2)周'霞
^明中罰の飽■外)兼用キ+スクは、モれ自体で安全を凝持することを苔本とすることから、周辺笠設(亥持部、計荘設偽、クレーン類、貯買建長等及び)け

一般産業施設や公衆施設と伺等の安全性が要京される設とすること

兼用キキスウの「42考庫,る自然現訣等の股定方針」に示,自熱現象等に対,る般計の甚本方針の妥当性を確認すろまた、工事計認可に係る審査にお、、てけ、モの群粕の妥当性を確興,る
MSF.24P型は、以下のと郭り安全能安緯持,る般計とすろ1確露内容】

兼用キャスウは、モの堅牢性を詰まえ、「4.2考慮サる自熱現叡等の設定方針」に示す各事訣に剣しτ、'.3考庫する自然理象等に対tる設計方
針」にホす方針により安全撮能を姓持,る設計が行われていること

4 自然珊象等に対する兼用キギスウの設計

設匝(変更)許可に係る審責にあいτは

4.1般計方針

r審査にあけろ確露車珊】

用キ十スクは、「4ユ考慮,る自然現叡等の霞定方

針」に示,自然現象尋に封Lて、「4.3考する自然

象晦に封する霞計方針」に示,方針により安全帳能を

縫持上て上Σる二と
42考庫する自然現象等の設定方針

青慮する自然現象等にっいて、以下のとおり定めてい

ることを確認する

42.1地

【冒窒における確露事鯛】

第6項^力を遍用Lていること

廉子力発所敷地内での輸送.貯兼用キャスクによる使用済燃料の貯凌に陶する署査ガイドに対する型式証明での確認事項と霞置許可時の確認事項の整理

MSF.24P型型式証明での宴査範囲

軸送 説明事項

4.22 津浪

【響査における確認事】

設置許可茎規削第5条第2項1、規定する津波による

作用力を●用していること

1確認内容】

(D 設度許司茎準規則の解駅男"記4第4条第3項に甚づき、 6項地賃力を定めτいること

(2)第6項抽雲力として、以下のいずれかを遍用していること

①兼用キャスウ告尓で定める地貫力

地食力を算出するために●婁な加連度及び達屋1'以下のとおり

達屋:水早20ocm/5及び鉛 140cm/3加連度'水早 230OG.1及ぴ鉛直 16卯G.1

⑦茎羊地食動による地貫力

解赦甚盤表面から兼用キ¥スウ敢置位喧までの地震渡の伝擢特性を蓋切ι、奇庫するとともに、必要に応じて地盤の非線形比箸に卸サる動的交彫特性

【確記内宴】

a)般許可茎準規則の解駅雰"記4第5条第1項及び第2 に芸づき、兼用キ〒スウ青示で定める津'又け基準津浪を定めていろこと

(2)設匝許可茎皐媛興」篇5条第2項に規寔,る津波として、以下の、、ずれかを週用していること

①兼用キキスク告示で定める津渡による作用力

兼用キやスウの設電位への津波の盟上を前提とし、兼用キャスクに作用,る津渡脊として、凌力及び潭流物衝実荷重を奇盧,る.これらを由
すろために必要な浸水深、涼連及び漂凍物質量は以下のとおり

20m/3、・潔流物質量:10otユk探' 10m.:

⑦茎準津波による作用力

殿置肝可茎準規則の解釈別記3に茎dく甚準津波を用いた津渡伝播解析及び潤上解析により兼用キースクへの入力津渡を評価,る
1確認内客】

(D 般置許可茎卓規仰」第6条第4項に規定すろ兼用キ¥スク告示で定める春として、設置許可茎牟規亦」の解駅別昆4第6条館2項第1号に茎づ
き、設計竜春(原チカ発電所の巻影響評価ガイド「1.4用語の定典」に規定する「設計巻」をいう.以下伺ι:.〕の長大風連を以下のとおり定
設計有重を設定Lていること

景六風連.10om/3

(2)殴計荷の殴定に用いる設計飛来物は、鼠子力尭電所の竜春影響評価ガ'ド解説表'」に甚dき、兼用キやスウに与える影響が暈大となるも
のを定しτいること

【確認内容】

a)股厘許可茎奉規則の解駅3"記4集6条第2項第2号及び伺条錆3項に甚dき、森林火災、爆晃及ぴ人為による火災(隣讐する工嶋等の火災を
いう.以下問じ.)を凱定Lていること

(2)モの他の外蔀象のうち、(1〕で竃定した事象以外の事魚1'ついて1才、以下のとおりとする

1 失山立地評価

新机制茎準(平成25年7月及び伺年12月の改正廉子炉等規制法の龍行に伴い改正された規則等をいう.以下問じ.)への週合性審査を軽ていむ
い発電用原子炉詫般において、新規制基準の施h時に既に存在Lていた使用済燃料を使用済燃料貯槽から兼用キャスクに砦L讐えろことは、施設
の畦持.智埋上の安全性を高めるものであり、当該拶哲えのための兼用キやスウ般置に係る設置変更許可に当たうては、火山の立地評価1ユ不更とす
る.

②①以外の外部事象(火山灰層厚、強、荒冒等)

兼用キキスウ告示で定める地食力等に封する安全機能の雛持を求めることを身まえると、①以外の外都魚は蒙用キキスウの安全検能を損なわせる

423量魯

1審査における確認事項】

設置許可茎傘肌則館6条集4嵐に規定する春による

作用力を適用Lていること

4.5.6条

4.2.4 モの他の外郁事象

【客畳における破認事項】

殺匿許可茎準則第6条第4壇及び鋪6 に定する

"郁事象を遍用Lていること

MSF.24P型仕、畑定される自然現象(地賃、津波、春及ぴ轟林火災を詠く)が発生した場
合にあいても安全能を損なわない股計とする

(叢(2)②の外郁事象に対する別の説明は実 Lない.)

(なし)

4条

MSF.24P型及ぴ貯蔵架台(蓋部の金属郁への衝突が生じない設置方金(縦置き⑦)用)は
地量('条)、津渡作条)、外部からの衝撃(6煮)に対Lて安全を損なわない龍設とし
て、安全重要度をPS 2に分類する

厘式旺明中黄の鮑■外)

1)及び2)に示すとおりの設計とすろ

MSF.24P型は、①のサイトに伎存し女い、兼用キャスウ告示で定める地霊力、津波及ぴ竜嚇を【なし)
適用し.安全嶺能が範持される設計と,る

(なし)

5条

6条

6条

化条

0

霞置許可時の宴査・確認事

(なし〕

(2)①の蓋用キ¥スク告尓で定める地賃力を適用する

(周辺飽設が適切に位置付けーれている

こと.)

別紙2(3ノ刀

対象

条文

12条

(2)①の兼用キキスク告示で定める津叢による作用力を迎用する

(即辺施設が一般麿章施設や公衆詫設と

伺の安全性が婁求される飽設とするこ

と.)

(12条〕

(なし)

a.5.6条

設計婁の羅大風連としτ、100IV3を遍用する

原于力晃電所の牲影唇評価ガイド鯛説表4.1の飛寮物のうちMSF・24P型に与える影が景大貯鮫施設での設計飛寮物が星式旺明での
設1卜景豪物条件に包絡されることとなるものを設計飛来物として選定する

(轟林火災、畑発及ぴ人為1、よる火災を
^明申の範偶外)

週定すること.)

(なし)

(4条)

(tt し)

別紙2・3

6条



原子力発亀所敷地内での轄送.貯胤養用乾式キキスクによる使用済燧料の貯蔵に関,る審壹ガイト

【確露内容】4.3考庫する自然現象響に対する設計方計

兼用キ十スクの評価は、以下によること.(別盛中「兼用キ¥スウ本体評価」樹〕4.3.1地雲に封する設計方針
(D 兼用キギスクは、鋸6項地貫力の作用に封,ろ評価が行われてぃること.たガし、輸送答聾によリ設厘する場合は筑6頑堤餐力によワて安全4.311甚志方針
橡能が損なわれるおモれがないこととし、輸送荷委以外の兼用キ¥スクを茎礎等に固定せず、かっ、緩衝体の装着等により兼用キ¥スク至郎が金属1塞査ι、おける確記事項】

42.1地貴」に宗す第6項地部へ衝突しな、、方法により設置する場合は第6項地震力による兼用キ¥スウ蓋部の金属郁への衝突に対しτモの安全楓能力損なわれるおモれ"ないa)兼用キやスウは
こととする力1、対Lて安全桟能が姓持されると

(の輸送荷婁により段匝,る場合は第6項地霊力に
(2)兼用キ¥スウを等に固定しない場合、兼用キ,スクの設置方法に応じた墳界条件が股定されていること.当該墳界条件においτ、兼用ようて安全蝿能が損なわれるおモれがないこととし、

遇荷婆以外の兼用キースウを茎磯等に聞定せず、か
への衝実が生じろ設電方法であろときは、当該衝突に対して安全撮が姓持される設計であろこと.つ、袋衝体の柱着等によリ兼用キキスウ査部が金属部
〔3)蕪用キ¥ユウを茎礎等に因定する場合、蕪用キキスク告示築1条1、定める加連度による力又は茎準地動による地食力に対Lて安全橡能へ衝実しない方法によリ設置サる場合け第6墳地賃力
がされる設計であること.

の安全検能が損なわれろおモれがないこととすろ.
第6填地雲力を連用すること.まは、敷地全体を倍殴した詞査・検討の内客等を含めて、事象選定及ぴ影●評価の結果の妥当性を示,とともに

、上記の「兼用キャスクが局辺施設からの波及的影によって、モの安全帳能を損なわなし、」を煮たすために、少な(とも次に示す事項についこ

兼用キ¥スウの全複能への影がないことを確窃すること

1)設置地盤及ぴ地益序箸性状の相邊等に起因,る相対交位又は不等沈下によ乙彰響

2)兼用キャスク間の相互影

3)兼用キャスクと周辺艶設との相互影写(田辺座設の損侮、駈倒.落下等による兼用キ¥スクへの影唇を含む.)

子力発電所敷地内での輸送.貯蔵兼用キースウによる使用済燃料の貯蔵に関する客査ガイドに対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理

MSF.24P型型式証明での審査範囲

軸送 説明事項

4条

4312昔血及び脊重の岨合せ

【審壹に事ける確露事頃】

兼用キャスクに作用する地力と地震力以外の有量を

遍切に組み合わせていること

4.3.1.3 許容霞界

τ審壹におけろ確認事順】

兼用キ〒スウの設置方法に応じて、安全上'切と認め

"れる規格等に茎dき許容限界を設定Lていること

(5)兼用キギスクの設位周辺の斜面が兼用キ¥スクの安全撮能に影唇を良ぼ,可能性にっいてけ、「碁礎地盤及び畑辺斜西の安定性評価に係
る害宜ガイド」を参毒に必妻な謡隔の有等によ「て判断サるとともに、必要な陸隅が確保されない嶋合は、当該斜面の安定性を しτいるこ

.斜面の安定性評価に当たワてけ、「6.地処及び四辺斜面の安定性評価」を参考にしていろこと
【硫認内容】

n)荷重及び荷重の組合せの考え方が、以下を鈷まえ妥当であること

D 地霊力以外の荷

兼用キキスウ{、作用すろ地霊力以外の荷重は、安全上適切と認められる規格等に茎dいて、貯蔵時に惣定される荷重圭考庫Lていること
2)荷重の組合せ

雲性評価を行う際、JEAG4601専の安全上週切と認められる規格捧を参考に、兼用キースウの設置方法に応じて、蕪用兼用キャスク【、ついて

せてい'と1のとユに

(2)設計上、駈倒等を岨定する場合ι含、これらによろ苔重と伺時に却定されるモの他の荷とを組み合わせた評価をh0ていること

【確認内宴1

許客霞界の設定が、以下を路まえ妥当であること
加えて、蓋用キャスウの閉じ込め械能及び界防止撮能にD 兼用キャスクの許客霞界は、安全上適切と民められろ規格等に茎ヴき設定すること

面Lて仕以下のと訂りと,ること

昌.密封壇界部が島あむね弾性笥囲内となる許容懐界としτいること

b.兼用キャスウの箆界紡止撮能をパスケットで担保してぃる場合、パスケットが匪界訪止上有憲む交彬を起こさない許客霞界としていること

1確露内容】

(D 静的解析及び地震応答解析に用いる解析モデル及び解析手法は、JEAG4601の規定を0考に設定していること

(2)兼用キキスクの娠倒尋に伴う衝爽解析を行う場合は、兼用キャスク管示で定める地費力又は兼用キ〒スクの設位置の地冥応筈に基d*、エ
ネルギー保存剣等を用いることにより、衝突時の連塵を適切に定して、、ること

(3)静的解析にあいて、兼用キ¥スウ青示で定める地雲力を用いる場合の水早地震力及ぴ鉛症地震力にういて1才、問詩に不利な方向の組合せで作
用させること

(4)スペウトルモーダル解析又仕勝劃艮応筈解析を用いる嶋合は、入力地量力として、芸津地量動に基ヴいτ兼用キやスクの設匝位置の設計用床
比答ユペウトル又は加蓋度時刻歴応答改を算定していること

【5)茎単地震動による水平2方向及び鉛直方向の地貫力による比力の組合せιユ、各方向の入力地霊動の位相特性並びに兼用キやスクの桐造及ぴ応
吾特性に章し、係守的な評価となる組合せ方注を連用すること.なお、各方向の入力地雲動の位相特性及び兼用キ〒スウの応吾特性により、'要
に応じ、応筈の伺時性を考血していること

1確露内客】

U)寮用キャスクの耐震性を評価サる上で必要な節所を評価対象部位として選定L、安全上適物と認められる規格尋の規定を参考に、当該封
象部位の応力評価及び疲労評価を行うていること

(2)兼用キ〒スウの耐貫性において、地霊力とモれ以外の荷重を粗み合わせ、モの結果得られる応力等が「4.3.1.3許客隈界」で殴定する許客
般界モ麺えτいないこと

B)密封墳界部以外の郁位は、 n)の荷により塑性ひずみが生ずる嶋合であっても、モの量が小さなレペルに留まうて破断証性般界に対Lて十
分な余裕を有すること

(4)殴計上、転倒等を想定する場合は、モの影春を考庫Lていること

(5)兼用キャユクの血界防止換能をパスケットで担保しており、兼用キ〒スウの駈伺又け衝突、貯鳳建艮の天井の璃下等によりパスケウトに塑性
査形が生ずる場合は、パスケットの形状及び使用済燃料の状態を毒慮Lても素匪界が靴持されろこと

4.31.'静的鯛析及び地量応吾解析

r響査における確毘事

a)第6項地震力による兼用キ¥スクの安全換の

に魚Lては、兼用キやスウの般電方法に応じて

静的解析又は地貫応答解析を行っていろこと

(2)兼用キやスウの静的解析及び地霊応答解折にお

いては、設置方法及び連用する地餐力の桓に応υ

て、連切な解析モデル及び解析手法を叢定しているこ

と

(3)地賃佑答解析を行う場合は、兼用キ¥スクの地

応答解析モデルへの入力抽貫動仕兼用キ〒スクの設

していることdこ

4.3.1.5 雲性評価

r審査における確認事須】

0)築6項地霞力と地震力以外の荷重を粗み合わ

、モの結果偶われる応力等が「4.3.1.3許容凪界」で

般定する許客鰻界を超えていないこと

(2)密封墳界都以外の郁位は、 n)の喬重により窒

性ひずみが生ずる場合であうても、モの量が小さなレ

ペルに留ま0て破断証性根界に封Lて+分な余裕を有

すること

串量きΦ置き働

0

愉送脅姿t左記によ1」訳6項地貫力によ0て安全強能が損なわれるおモれがない
蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き①)'緩衝体の装着により、 MSF・24P型
蚕郎の金部への衝突に対Lて安全撮能が損なわれるおモれがない
茎部の金風部への衝隻が生υない設置方法(縦置き②).貯蔵架台による駈倒防止により
MSF.24P型亘に金属郁への缶突が生じないため安全換能が損なわれるおモれがなル

(なし)蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法設置方法(縦匝き①)に廊じた墳界条件を設定L
兼用キ,スク告示筑1条に定める地貫力に対Lて安全擴能が雛持される設計とする

部の金属郁への衝突が生じない設置方法設置方法(縦頃き⑦)において.兼用キャスク告示【なし)
鋪1条に定める地貫力に対して安全嶋能が靴持される設計と,る
MSF.24P型1才.1)から3)に示す於計渡及的影唇評価条件において、安全能への影春がな
い叢計とサる

0

0

0

4条

地些の不等沈下によろ土砂埋没に対し、 MSF・24P型の埋没畢が50%以T

豪用キギスク相互衝突する事象による安全欄能への影響は.3jに糎絡される

周辺飽設の損壊により、以下の条件において想定される以下条件
貯蔵建良拠壊によろ亙鳳埋没に対L、 MSF・24P型埋没牢が50%以下

ルギーが5.9× 10'Nm以下

クレーン損壊による敢撮中のキ,スク落下に対し、 MSF.24P型に上部及ぴ下郁鑁衝体安取付
けた状Ⅱでは、 MSF.24P型の落下高さ力19m以下、享丸、 MSF・24P型に上蔀鰻衝体のみ取付けた
状雌(董部の金属への衝實が生じない設置方法のみ)では、 MSF・24P型の寓下高さが2m以下
(董部の金属部への衝突が生じない殴置方法のみ)クレーン損壊による転個及び地雲都の外郵
からの衝撃による転倒に封し. M$F・24P型の駈倒珸下高さが2m以下

^明中篇の範外)

(部の金属部への衝爽が生υない段醒方法のみ)

MSF,24P型に作用,る欺量力以外の荷として貯蔵軒に却定されろ荷貫を毒し、JEAG4601

等を参青に、兼用キ〒スウに作用する地震力と地震力以外の荷重を適切に組み合bせる

貯政施設でのMSF'24P型の埋没牢が左

記に包絡されること

(なD

貯蔵諸設でのMSF.24P型の埋没皐

量物弟下エネルギー、幕下高さ及び虹倒

クレーン又仕貯蔵趣屋扣壊1、よる員物落下に対1, MSF.24P型に落下オる量物の落下エネ踏下高さが左記に包絡されること

0

殴産許可時の宥峯・確能事

(なし)

別紙2(4ノ刀

4条

対叡

条文

(対象外)

(董部の金属部への衝実が生じない設方法のみ)
MSF.24P型の許客段界は、JEAG'印1等に茎づき設定オることとし、加えて、閉じ込め幟及
ぴ座界紡止撮能に闘しτは以下のとおりの般計とする

..密封填界郁が島おむね弾性驚囲内となる許容段界とする

b.兼用キ.スウの匪界防止帳膨を担保するパスケウトが界訪止上有意な窒形を起こさない許容
隈界とする

4条

0

4条

(葺郁の金属郁への衝爽が生じない設置方注のみ)
解析及び地賃応答解析に用いろ解析モデル及び解析手法は、」εAG4601を轟考に股定すろ

(対魚外)

解析において、兼用キ串スク告示で定める地霞力を用、、る場合の水早地貫力及び鉛直地貫力に
つぃては、両時に不利な方向の組合せで作用させる

倒叡舛)

4条

3.4条

3.4条

【設屋位置周辺の斜面が兼用キャスク安

全捷能への影を及住さないこと.)

(なし)

倒象外)

4条

4条

0

別紙2-4

MSF、24P型の謝貫性を評価する上で必要な箇所を評価対叡部位として選定L、安全上連切と認(なし)
められる規抱等の規定を参考に、当該評価対叡郁位の応力評価及び疲労評価を行い、モの舷果暢
られる応力等が許容霞界を超えない殴計とする

密封墳界郎以昇の部位は、(2)の荷【、より塑性ひずみが生ずる場合であ0ても、モの量が(なし)
小さなレペルに留まうて破断証性隈界に対Lて+分な余裕を有,る設計とする

(なし)倒傘外)

兼用キ¥スウの転倒又1=貯慧建且の天井の落下等においてもパスケットに塑性交形が生じない(なし)
設計とする

0

0

(なし)

(なし)

(4条)

4条

(なし)

(なし)

(なし)

4条

(なし)

(なし)

4条

0
0



1確認内容】43.2津波に剣する般計方針

(D 兼用キャスク皆示で定める津渡を適用サる場合1=、津渡が戴用キギスクの設萱位置へ遡上サることを餉とした評価が行われていること43.2.1甚*方計

(2)津波に対する評価に際Lては、必要に応υて「基準津波及び耐津渡設計方針に係ろ客査ガイド」及び耐津渡設計に係る工認喜壹ガイド」を【宴壷における確記軍

兼キ¥スウ1才、「4.22湾渡」に宗す津波による作用参毒にしていろこと
ι確認内容】43.2.2 殴計・評価の方針

以下を路まえたものであること.また、工事計露可に謝いてけ、庫渡荷量の設定、姥設の寸庄、蝿造及ぴ彊度が妻求事mに適合,るものであるこ【害査におけろ確認事堪】

兼用キギスクに対する津波の影翌についてけ、兼用

キャスウの設置方法に応υて適切な評価を実施L、津

渡ι』よる作用力ι、対Lて兼用キースクの安全巌能が畦

持される設計であること

原子力亮亀所堂地内での輔送・貯蔵駿用乾式キ〒スクによる使用済燃料の貯塵に関,る審窒ガイト

433奇春に対する殴計方針

【審査にあける確昆事壕】

兼用キ¥ユウば、 4.23竜春に示す竜婁によろ作用

力に封して安全犠能が姓持されろこと

(D 兼用キ¥スウ青示で定める津波を遍用する嶋合

D 寮用キ甲スクの評価において侭守めな荷重の作用及び超合せを設定すること

2) 1)において考庫する荷重としては、浸水深に甚づく滝渡改力並びに流連及び潭流物質量に茎dく衝突荷重を蔓本とし、モれぞれの荷重にういて
は、兼用キャスウの上塁も厳Lくなる位電へ作用きせること

3)津波波力及ぴ潭流物荷は、以下の指針等を参考に設定することができる

①津渡渡力(津波渡圧)

廩日本大賃災における津渡による趣築物被害を鈷まえた津渡遍鯉ピル等の婿造上の要件に係ろ暫定括針

⑦漂凍物衝突荷貢

示方書・問解脱(1共通語・1V下郁牌造編)

4)滝波荷重に封する蓋用キ,スクの評価け、往の研究事例や能確露試験等の結果との対比、FEM焦析に甚ヴ(応力評価等により行うこと

(の茎捧波を遍用すろ場合

潤上解折の結果、兼用キャスウの殿地盤の高さや津渡防豊峠設等により、兼用キやスウの設置位冒への偉渡の潤上がない場合、津波による作用力
に封する評価け不要とサる

{確窃内容】

(1)竜巻による飛集物の衝実荷及び衝突による評価は、「原子力兜電所の響影唇評価ガ'ド」を春考にLτいること

原子力発量所敷地内での輸送.貯兼用キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審ガイドに対する型式柾明での確認事と設置許可時の確認事の整理

(3)竜巻荷重に刈する兼用キ¥スクの評価け、既往の研究事例や義能確認試駿等の鈷果との対此、FEM解析に茎グ(庄力評価等によリ行われてい
ろこと

434モの他の外都事象に封する設計方針 【確認内容】

糊舛火災、爆発及び人痢による火援に封する具倖めな評価仕、「原子力発電馬の外部火災影評価ガ'ド」に碁dき.航隔等の迎切な封応が図られ【害査に事ける確認事ml

兼用キやスクは、「42.4 モの他の外郁事象」に示す轟ていること.

斡火災、爆究及び人寿による火災に対して安全楓能が

雑持されること

4.4監視能

【審壹における確記事項】

蓋間圧力及ぴ兼用キ〒スウ裳面温塵にういて、遍切な

頻度での監枳を,ること

(2)設計竜書に対する飛宗物及び景大連度仕、原子力発覚所の春影響評価ガイド解説壷4:1に記載の値を参考に設定L、飛京物の衝突荷を算
定(例叉ば、建築物の耐衝撃般計の考犬方((一社)日本達築学会2015.D を゛考に飛寮物の圧漬拳動を無視して RI.r.の式晦で算定)しているこ

●.5材馴・病造健全性

ι響査における確認事項】

放射縁等の斑墳及ぴ当該理墳設計貯蔵期間中の

下での兼用キ¥スクの柾年交化に封して十分な信頼性

を有サる材刺及び造であること.また、貯駿建艮を

設匿しないけ、雨水辱により兼用キャスウの安全

帳能が失しないよう対策がmυられていること.

送有婁尋の綬新体を蛙魅Lた状態で貯薑を行う場合

は、援衝倖の軽年変化にういても考していること

4.6於計貯豊崩間

【婁査における確認事項】

設計貯期間は、設冒(変更)許可卑諭書で明破にさ

れていること

【確認内容1

n)董間圧力を適切な噸度で監視すること.ここで、遍切な頻度と12、閉じ込め能が低下しても、FPガス等の鹸由に至る前に、密封シル郎の
異常を検知できる頻度をいう.頻度の叢定に当た、」ては、設計貯蔵朗問中の兼用キギスク臭熱量の低下、問囲環墳の温度窒化及び董間圧力の窒化を
考鳳,る

(2)蒙用キ¥ユウ表面■屋を遍切な頻度で監視サること.ここで、適切な頻屋と1才、詠熱抜能が低下Lτも、兼用キ¥スウや燃刺被碩管が健全で
あるうちに冥常を検知できる頻度をいう

1確認内容】

n)安全撮能を雑持オる上で要な蒙用キャスクの成郁材け、兼用キ¥スウの景低用温崖における低温脆性を考慮したもので島ること.ま
た、般計貯鳳期間中の達度、戲射隙等の瞭境及び当該軍境下での腐食、クリープ、応力麝食割れ等の軽年交化の影響を、設計入力値(例えば.寸
法、彫状、残度及び材料物性)又は設計茎準値の定に際し考庫していろこと.さらに、心要に応じて防食掛置等が講じられていろこと

軸進 業置きΦ艇置き働

(2)兼用キやスウ内郁の不活性理境を乾持し、■度を制段される範囲に収めることにより、兼用キャスウに収劫される使用済燃料の軽年変化を低
減又は訪止する霞計であること

1確露内容】

設計貯鳳期問ι才、当該設計貯叢期間中の兼用キャスクの安全慢能を評価するに当たり、材料及び構量の筵年変化の考犀を行うための餉提条件となる
ため、設置(窒更)許可申謂書で明確にされていること

0

毒渡がM$F.24P型の霞匿位置へ通上することを評価条件とする

r茎準津波及び耐津波般計方針に係る春査ガイド」及ぴ耐津渡詮計に係る工認客壹ガイド」
を参考と,る

(D に示すとおりの設計とする

MSF.24P型型式証明での書査範囲

浸水深に茎dく津波渡力並びに液連及び潭流物質量に茎づく荷重の岨合せを考庫した津渡脅(なし)
重をMSF.2●P型に保守的に作用させて霞定,る

津苫渡力は、東日本大霊災におUる津波による趣築物被暑を踏まえた津痩臺雌ピルの購造上
の件に係る暫定指針を、、流物衝実荷は、適銘橋示方書・同解説 U 共通誕・1V下部構造
段)の指針を茎に設定する

津波荷重に対すろMSF.2'P型の評価け、 FEM解析に基づく応力評価等により行う

説明事項

(制叡外)

春による飛熹物の衝爽荷重及び衝突によろ評価は原子力発電所の電巻影唇評ガイド」(なし)
を春考にする

設計飛豪物及び墨大通度11、辰子力発電所の竜巻影書昇価ガイド解説嚢4」に記黛の値を設定
L、設1陳秦物の衝突神重1才、建築物の削衝撃設計の考え方((一牡)日本趣築学会2015.D
を参考に飛寮物の圧漬挙動を無祝LてRI.佳の式により算定する

寺荷重に対するMSF,2'P型の評価け、 FEM解析に芸づ(廊力評価等により行う

設置許可時の盲査・確露事項

(なし)

(なし)

(なし)

^中傭の塊

別紐215/フ)

封象

条文

^朝中の範囲外)

健式旺明申鯖の範囲外)

5条

5秦

MSF、24P型の安全掛能を雑持サる上で茸要な構威郁材は、兼用キ¥スクの最低使用ヨ崖におけ(なし)
る低'性を考庫,る

設計貯政朗間中(60年)の温度、戲射線等の環境及ぴ当該境下での腐食、ウリープ、応力腐
食割れ等の軽年寳化の影響を設計入力値(熱的影唇による中性子遮蔽材の減損等)においτ考庫
する

兼用キ甲スクの外面は、塗叢の防食置を講じる設計とする

MSF.24P型内部の不活性填(へりウムガス)を輕持L、温度安制股される範囲に収めること(なし)
により、 MSF、2aP型に収舶されろ使用済燃料の軽年慶化を低減又1土防止すろ設計とすろ

(なし)設計貯蔵期間は印年問として、型式旺朝中請婁で明記している

5条

(なし

5条

(森井火災、爆発及ぴ人による火災に

対する評価での離の迎切な対応が図

られてぃること)

別紙2-5

t 間圧力を適切な頻産で監枳するこ

と)

ι兼用キャスク表而温度を適切な頻屋で

監机,ること)

(6条)

(16条)

16条

n6条)

16条

16条

0
0



5周設の評

5.1周辺施段の位置付け及び評価の茎本方針

r審査における確昆事項】

兼用キャスウはモれ自体で安全憾能を雑持することを

茎本とすることから、馬辺姥設は般産集施設や公景

施般と伺等の安全性が要京される施段とすること

52地璽の影

5.2.1椴島・配智系

【響壹における確認事項】

(D 樋●・配智系は、一般座章施段や公衆詫設と問

等の静め地堂力に封Lて、必な換仙が維持されるこ

原子力宛電所厳地"での軸送・貯腫蕪用乾式キ十凱クによる使用済燃料の貯蔵に関ナる春査ガイト

(2)器・配怪纂に作用する地力と地童力以外の

荷重を適切に岨み合わせているーと

(3)撤尋・配智系の耐雲設計ιあいて、安全上週切

と認められる格等に茎dき許客限界を股定している

こと.

(4)楓器配管系の静的解析において、設電方法に

庄υて適切な解析モデル及ぴ解析手法を用いて、、るこ

【確認内宴】

n)周辺緒設である昌.配管纂、貯蔵建塵等及び茎礎1才、特段の機能を要求することがなけれ仕一般産業施設や公素姥設と問等の安全性が要求
される施設として分頬され、一般産業龍設や公設と伺等の耐貴性を有して、、ること.また、具体的な評価内客は r52地霊の影響評価を参考
にしていること

【2)支拷部、架台及びモれらのの支持性能を期待する場合等仕、 6項地賃力に封して樹能が維持される設計がなされていること

(5〕尋・配管系の耐性評価にウいてけ、地層

ゼん弾力係敵に茎dく水平雲度か"求めた静的地雲力

と地雲力以外の符貫を組み合わせ、モの結果暢られる

此力捧が上記 0)に示す許容霞界を超えていないこ

と

【確謡内客】

(D 棉".配管系につぃては、JE貞G4601に規定される静的姥量力に対する評価手法安0毒にし、別記2記4条第4項排2
に属する施設に適用されるものに田る.)による静的地雲力に対L、あおむね弾性状臨に留まる範囲で耐えろこと

子力発電所敷地内での輸送.貯蔵兼用キャスクによる使用済燃料の貯履に関する喜査ガイドに対する型式証鯛での確認事項と設置許可時の確認事の整理

ι2)荷重及ぴ荷量の組合せの考え方が、以下を路まえ妥当であること

D 地震力以外の荷

換鶴.配管纂に作用する地力以外の有重仕、安全上適切と認められろ規格等に茎づいて、貯蔵詩に想定される宿を考庫していること
2)喬重の組合せ

楓尋.配管系にっいて、一般産案姥設や公衆施設と伺尋の静的地震力に対する耐食性評価を行う際、jEAG●601 の安全上適物と巨められる格尋
を参考に、兼用キやスクの設冒方法を鈷まえ、検"・配管系に作用する地霊力と地貫力以外の荷重を組み合わせていること

522貯酸捻屋等

【客査にあける確膨事項】

貯叢達屋を設盟する嶋合1'、貯趣屋等1含、般産

業施設や公衆姥設と向等の耐震性を有すること

52.3 茎

r審晝における確昆事垣】

茎礎は、一般産桑艶設や公衆糖設と同等の耐重性を有

すること

(3)蝿鵠.配管系の静的地量力に対する許容界に0いては、JEAG4601又1=往の窃究尋を0考に霞定Lていること

(4)槌匪.記管系の静的解析に用いる解析モデル及び解析手法は、JEAG4601の規定を参身に蝕定Lていること.また、機特.配管系の的鯛析
モデルへのスカ地貫力け、これらの旋設の叢置位置における、設置許可茎準規則別兜2 4条禦4項第2号⑦の定【Cウラスに属する施設に適用
されるものに股る.)による静的地力を用いていること

(5)楓".田管系の耐震性評価においては、上記(4"二よる静的織震力とモれ以外の荷盆を組み合わせ、これらの歳設に生ずる応力等を算定Lてい
ること.また、当該応力等が上記(3)に示す許宅限界を超えていないこと

【確記内容】

貯鼠庫厘は、設置許可甚準規則別記2第4条篇4項焦2号①の規定〔Cクラスに属,る施設に連用されるものに隈る.〕による静的地震力に封
し、おぉむわ弾性状怒に留まる範●で謝えること.あわせτ、般産業施設や公衆設と問様に、逢築茎単法に適合サるもの又1含これと喝の酎雲
殴計がなされτいること

1確認内容】

(D 甚礎は、般匝許可茎牟規仰」別記2筑4条集4堪第2号①の矩定(Cウラスに属すろ施設に適用されろものに阻る.)によろ静的地賃力に対
L、おおむね弾性状鯉に會或る範囲で耐えるとともに安定性を確保Lていること

(2)茎礎の般計における荷や許客凪界、解析手法等の設定においては、茎礎の造形式や設置状況を鈷まえ、必要に廊じて、 r茎熨地盤及ぴ周
「芸準地窒動及ぴ耐霞股計方針に係る害査ガイド」及び「耐震設計に係る工記害壹ガイF」を参考にして辺斜面の安定性評価ι、係る宴査ガイト

いること

(3)茎礎の安定性1、つぃては、茎礎が霞冒される地壁の交形に伴う傾斜等に封して、兼用キャスウの安全犠佳が雑持されるために●要な状診を確
保Lτいること.確認に当たワては、 r6.地盤及ぴ田辺料而の安定性評価」を参考にしていること

輸送
置きΦ

の規定(Cクラス

き働

MSF24P型型式証明での喜査更囲

説明事項

^証明隼の算囲外)

^証明申請の算霊外)

僅^明申圃の範外)

唖弐旺明申請の範西外)

^中請の鮑■外)

設置許可時の客査・亀認事項

^証明卑請の範囲外)

施殴や公衆施設と【局辺詫般が

同等の耐震性を有していること.)

^証明中箭の範囲外)

別紐2(6ノ刀

対象

条文

^明中の捷外)

僅式旺明申罰の範外)

(モの他周辺姥霞の耐量性評価における

荷重条件、許容敵界、解析手法、評価方

法が妥当であること.)

別紙2-6

(貯薫趣田等が般産業飾設や公衆驚設

と問辱の耐貫性を有すること.)

(甚礎は、般産業姥設や公素龍段と伺

等の耐賃性を有,ること.)

(4条)

(4条)



の

61安定性評価の甚本方叶

r害壹にあける確認事項】

地盤及び周辺斜而は、地霊力に対してモれぞれ●要な

状態を鮭持してい乙こと

原子力発電所敷地内での輔送・貯慮蕪用乾式キ十スクによる使用纃燃料の貯蔵に関,る春査ガイト

【確認内容】

(1)兼用キ〒スクを股盟する地盤にういてけ、以下のとおりとしていること.(別表参段)

1)地盤の十分な主持を想定しない方法により設皿すろ場合

①衝突に対しτ安全櫨能を損なわないことの確認を要しない場合(別表.D

兼用キャスクを送荷委モの他の兼用キャスウを茎置に面定せず、かっ、緩衝体の襲により蕪用キ〒スク苗蔀が金鳳郁へ衝突しない方法によ
リ設置する場合は、当該衝饗に対Lてモの安全能が損なわれないものとし、モの確認安要Lない(地盤の安定性は不要)

②安全概能を損なわないことの確認を要,る場合〔別表.2)

次のいずれかによリ確認すること

..用キ〒スク葺部の金奥部への衝突評価を行う(地蛙の安定性評価け不要).また、評価に当たってけ 4.3.1亀量に封,ろ設計方針」を春考に
すること

b.地盤の沈下や茎磯の偵劃等の詳価を行う(地盤の安定性評価が●要)

2)地豊の+分な支持を想定する方金によリ股置サる嶋合(別褒'3)

地盤の評価は「茎礎地及び周辺斜面の安定性評価に係る専責ガイド」及ぴ「6.2安定性評価」是春考にすること.また、設冒許可茎準規則第3条
鋪2垣の慶形及び郁3項の交位に封Lて葺用キャスウの安全握能が緯朔されることを確露サるために必要な肝価を行うこと

子力発量所敷地内での輸送.貯度兼用キャスウによる使用済燃料の貯蔵に関する害査ガイドに対する型式証明での確認事と霞匿許可時の確認事の整理

6.2安定性評価

r容窒に事ける確認事項】

6」安定性評価の茎本方針」を詩まえ、安定性評価

を行う場合け、地震力と地賃力以外の有貫を岨み合わ

せ、モの結果得られるすぺり弊が、許容霞界を満足す

ること

(2)兼用キ¥スクの冊辺斜面にウいτ仕、以下のとおりとしていること

①兼用キ〒スウの設置位置を斜面から離隔すること

⑦斜面から馳鷹しない場合け、「茎地盤及ぴ周辺斜面の安定性評価に係る客査ガイド」及び「6.2安定性評価」を台考に、甚準埴雲動による地量
力に対する安定性評価を行い、安窒性評価の結果当弦斜面の崩壊やサぺりが兼用キギスウの安全犠に影響を及ぼすおモれがある場合仕、排土工等
の封策を鵡ずること

a)周辺施般が設置されてぃる地堂ι'、股冒許可茎準規則解駅別記2第4条 4項 2号6)の規定(Cクラスに属する施霞に適用されるものに隈
る.〕による地震力に対して十分な支持力を有,ること

【確誌内容】

a)茎準地霊動による地震力を用いた地食応苔解折による此に対L、以下の鳳壹が行われていること

①地質の安定性にっいてけ、茎準地餐動による地貴力に対する堆些のすぺり並びに茎の支持力及ぴ偵斜に興して、許容鼠界を満足,ること
⑦冊辺斜面の安定性にウいてけ、甚準地買動による堆霊力に対するサぺりに関Lて、許客懐界を満足すること

(2)地些の沈下や茎礎の傾斜等の地盤の慶状に封する兼用キャスクの安全撤能の維持に係る評価に当たうては、地盤の変状の評価が可能な解析手
法を連用し、この応答が兼用キャスウの安全能の雛拷のために必要な沈下や傾斜算の許客界に対して+分な余裕を有していること.ここで

寮用キ中スウの仕嫌や問定方法等から許容阻界が設定される堤合け、設電(変更)許可における値を目安値として検討し.仕様が明"かになる工亭
計認可に係る宴責において詳細を確認すること

B)キ十スク周辺地盆の不尋沈下や地表面の不陸等による交状や地般交動による地の変彫の評価に当たうて1虐、「芸礎地及び局辺斜面の安窒
性に係る宴査ガイド」を参老にしてぃること.また、キャスク蝕匝地盤におけろ断等による寳位にウいては、安全上痘切と記められる規格等
1」蔓づき、遍切な手法及ぴ条件弊皇用いた検計により交位量等の評価が行われ、この変位に対Lて兼用キャスクの安全能が雌持されること

帖遺 縦置きσ,凝置き働

0

MSF.24P型型式証明での宴宣範囲

MSF.24P型は、地盤の十分に支持されなくてもモの安全松能が損なわれない輪送荷姿又け葦都

の金属部への衝突が生じない設置方法(縦置き①)により貯蔵する設計とする(左記①に該
当)

0

説明事項

董部の金属葺への衝実が生じない設置方法(縦置き⑦)により貯鳳する場合は、茎皐地霊動に
よる地霊力が作用した場合においても貯蔵施設を十分に支持することができる地豊に設窒する

^明中傭の範囲外)

^中鯖の範倭外)

霞置許可時の宥査・確露事

(なし)

別紙20ノ刀

^明中の範面外)

対象

条文

地盤の安定性評価を実飽し、「茎礎地

び局辺斜面の安定性肝価に係る専査

ガイド」に遍合する設計であること

(兼用キキスクの設置位置を田辺斜面"

らの雌隅,ること、鮭隔Lない嶋合にお

いては安定性評価を1丁い、キャスウの安

全楓能に影響を及ぼす郭モれがある嶋合

には封策を諭じていること.)

3条・4条

(周'設が殴匝されている地些の地震

力に封サる十分な支持を有,ること.)

別紙2・フ

(4条)

〔地盤の安定性庵行う場合は、地貫

力と地墾力以外の荷童を組み合わせ、モ

の結果暢われるすぺり辱が、許容凰昇を

渦足すること.)

(4条〕

(3条)
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